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投

w

r

®は

孰

れ

も

の

總

投

票

又

は
局
部
投
に
於
て
行
は
る

、

も
の

.で
あ
る
こ

ゴ

は
.言
ふ
ま
で
も
な
い

 {
S
i
r
i

 

政

神

}

然
ら
ぱ
，選
民
の
享
有
す
る
ニ
一
個
の
直
接
投
票

#

を
ジ
ャ
ス
チ
ス
や

ィ

す
る
氏
の
极
路
は

^

 

に
か
。

.

江

孤

治

活

動

は

.

必
然
で

.

あ

ウ

首

f
f
i

(

官
斑
を
も
翁
む

)

を
有
す
る

も

の.で
あ
る 

こ
を
は

i
R

'

ょ
ゎ
是

I
I

す
る
。
‘

が
併
し

*

法
、！
^

政
に
關
も
彼
等

0

行
ふ
所
は
、多
數
人
民
の
觀
利 

を
謀
も
す
威
は

®

嚴
0

公
意
じ
符
合
な
い
照
が
多
い
‘こ

k

も
認
.

め
1

る
0 

.
氏
の
看

'■
る
：所
で

は

， 

代
議
.

制
が
も

V
J

も
ぱ
嚴
本
に
於
て
不
完
全
な
も

Q

で
あ
る

€

こ

ろ
か
ら
ぅ
し
た
缺
路
が
生 

れ
.
るQ

で
あ
つ
て
，此
稱

©

缺
梢
を
鎭
正
す
る
こ

5
.
J

が
則
ち

H

#

接
投
熏
權
の
存
在
の
理
由

-

?

 ̂

の
で
あ
る
。

：

氏
从
謂
ふ

；  

：

'

0

へ、從
一
人
が

I

人
を
代
表
し
、或
は
す
が
父

1
4

代
-

^

弟
が
兄
に
代
つ
ね
ぜ
す
る
。
而
し
て 

银

ニ

ナ

卷(

三
',九)

搏

.ひ
江
冗

成

找

Q

學

說Li

就
て 

，

‘

填
.I

敬 

ill

九



银
ニ
$
 

(

四
0) 

IT

ひ
装
達
の

i

u
就
て 

^

5
 

0
J 

何
時
、如
何
な
る
こ

ざ

を
、卸
俩
様
に
爲
す

I
P

さ
か

S

に
瞎
講

i

し
て
購
さ
れ
て
も
、成
は
錯
誤 

を
起
し
成
は
ぜ
纖
つ
た
情
形
を
見
る
に
至
る
こ

i

は
日
常
鶴
る

i

こ
み
で
あ
る

。
' 

%や

4 

人

y

し
て
數
す
腐
、成
は
ぽ
處
を
代
表
す
る
以
上
、預

の

事

を

遂

行

せ

ん

す

る

も

能

ぐ

傲 

し
.傭
セ
い
の
は
當
然
で
あ

&

ぅ
。；
耳
つ
任
期
も
數
年
の

.久
し
き
に
豆
る
の
で
あ
る

#

ら
，事 

#

に
民
意
に
沿
合
す
る
こ
；ぶ
な
ご
は
怎
ぅ
て

0
待
出
來
る
；

g
oす
彼
#

代
識
士
に

4

て 

を
先
ひ

♦

を

助

け

虐

を

篇

K

が

ま
何
に

韻

願
す
ぷ
も
更
に
働
：な
い
に

-至
つ
て
は

i
 

れ
代

H

 

士
期
制
で
は
め
い
乎
。：

d

民
を
參
政
せ
し

.れ
る
ビ
同
時
に
二

S

の
特
權
を
許
與
す 

:

チ
こ
み
は
、货
代
鶴
土
專
制
を
防
ぐ
ば
か
タ
で
な

 

<,行
政
官
史
を
し
て
專
制
的

セ

ら

し

め
 

な
い
所
以
で
あ
る

{
f

 i
i
r

國‘
1,
f
» 

A
f
M
r
A
.
t
f
*
k
.
n 

£
f
c

江
氏
の
說
ぐ
ネ
だ
ニ
權
の
學
說
は
國
：權
を

S

.
播
に
鼎
立
せ
す
し

.て
立
法
の

}
.權
を
他
の
ニ

. 

權
の
上
に
.
*
た
し
め
る
；こ

ざ
、換

言
す
れ
ぱ
行
政
も
司
法
も
立
法
部
ょ

&

互
，纖
す
る
委
員
を
し 

て
遺
ら
し
め

‘
る
ミ

S
;

ふg

に
あ
る
こ

w

k

前
號
伽

.
に
‘
之
を

！
言

し

力

‘森
に『

新
民
主
主
義
'梟 

新
社
會
主
義』

の一

文
に
說
か
れ
，K.

ゐ
る
ま
法
：
I

k

:說.を
！
！

出

し

：
て

某

內

，容

を

群

.

.に

し

よ

う

。

，

I

I

II
I

.

.「

三
權
鼎
立
の
，説
は
，ぼ
来
法
政
學
家
卒
じ
て
天

.

經
地
義
游
ず

j

其
#

,

司
.法
は
乃
ち
行
政
め 

1

輔
な
ゥ

。

' 

a

法
と
行
政
は
：界服
不
淸
に
し
て

.
、W

突
時
に
：

0̂

は

れ

，名
は
：
互Li

相

朦

督

じ 

實

は
a

に

相

带
,

»

し
、1

0

も
行
は
れ
ざ

る

な

を

故
に
凡
そ
大
建
設
大
成
功
は
雨
權
：の

；0 

和
に
在
ら
や
し
て
：、

.1

權
の
超
越
に
在

k

o

然
も
其
行
政

‘
權
を
：偏
重
し
て
君
主
制
を
恢
极
す 

-

ゃ
ょ
ね
は

1

亭
ろ
.
ま
法

S

を
偏
®

し
て
：
K

主
制
を
實
現
す
る
に
：レ
か
ざ

る

可

し

。
.
.
且

つ

之

を 

'

黨
法
組
國
の
英
吉
利
西
の

#

例
に
徵
す
る
れ
、下
院
の
：多
：數
黨
：碎
貴

5̂

內

閣

を

，，組

織

し

、
不
信 

:

.

任
あ
ら
ぱ
即
ち
撒
職
す
。
立
法

1

權
に
外
な
ら
，ざ
る
な

-

^

。
今
議
す
る

1、し
ニ

ろ

は
國
：會
、ル？
 

會
、縣
會
等
が
各
々

.
行
政
.
委
員
を

S

:

選
し
、中

炎
， .

及
：地

方

政

府

⑦
，事
，
を

處

理

せ

し

め

、司

法

A

亦
，
 

其
一
郁
タ

J

爲
す
に
，在

-=^。

此
等
は
，管
所
腿
の
立
法
機
圓
の
産
出
す
る

’/
J

こ
ろ
に
し
て
、立法

機
刷
を
代
表
し
，人
民

.全
體
：に
對
し
て
責
任
を
ふ
。
識
會
及
選
民
は

{
|

がi

 j
f

f

れ
3

.
 

.

皆
法
定
の
手
續
に
、供
ウ
て
：國

R

が
ナ

i

を
彈
劾

-

^

罷
.

免
‘

するこを得るもの

’/
J

す
。
か
ズ 

‘

の
如
ぐ
ん
ぱ
磁
は

t

e

:に
：少

敷

に

集

：ら

す

し

て

、政
、

A

亦
.

多

門

に

出

で

：
ま
：。

測
，

.
論
賞
際
：雨

.

な
.が 

ら
誉
礙
な
ぐ
、盤
ぐ
舊
制
に
腾
る
：な
ら
ん

」

。
 

：
/ 

V

 

, 

' 

,

i
x

®

お！
:̂

找，
は：

『

代離制

.

：
の改良

』

なる

1

請：
演；

に

-

於て

>

スクィ，
スの大.
絲ー
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一
.
〕

再

び

、
江

充

虎

氏

：
の

學

，
觀

I
I

就

て 

第

：，

一

號
.

.

3
:



き

十

卷
S

I

!

)

ま

江

允

か

巧

0
學

說

に

就
，：

て 

さ

號

‘

倾

は

國

愈

離

長

：で
：
あ
.：
る

こ
ろ

f 

n

ン
政
：

府
；：

に

於

て

は
' 

:ツ

グ
ィ

エJ
V

ト

が

凡

ゅ

る

？

政

を

舉
 

巧

す

る

こy
レ

の

實

例

を

擧

げ•
國
會
識
是
を
し
て
國
家
を
代
表
し
，萬襟
政
治
を
群

®

せ
し
む
る 

な
、らぱ

{

法

S

 

W

歸
§

嫩
域
ま
ゆ

i
s
j

 

.关

れ

で

足

サ

る

の

で

ぁ

：
り
て
.別

に

令

日

の

如

ぐ

大

總
 

統
を
設
け
る
必
要
も
な

 

隨
ウ
て
野
心
政
客
が
大
總
統
選
擧
を
判
用
し
て
大
局
を
攝
撒
す
ふ 

處
を
避
け
る
こ
ビ
が

W

来
る

.

述
べ
て
ゐ
る

◊

A

A

/
M
71

職
業
代
譲
の
制
は
ぱ
庆
の
看
る
所
に
於
て
巧
將
來
释
國
も
必
★
採
用
す
る
に
至
る
可
き
制 

度

で

プ

る

か

支

S

在
旣
に
其
必
要
に
遭
過
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

氏
に
ぜ
へ
ぱ
、從
ポ

3 

化
識

f

は「

數
ぼ
年
水
各
.國
志
士

 

.
f
c
人
卿

*

數
心
血
頸
瓶
之
代
價

」

な
の
で
あ
る
が
、人
口
丈
け
は 

ナ
供
，す
る
：
^

離
f

で
あ
る
が
故
に
民
意
を
徹
底
し
て
代
表
し
得
な
い
，。

國
會
は
結
屈

I 

ニ
少 

數
の
特

0

階
叙
に

ょ

ウ
で
全
く
お
右
さ
れ
て
了
ふ

V
J

論
れ
、進
で

r

代
表
が
人
ロ
に
比
例
す
る
こ
，
 

ご
は
：一

見
公
平
で
あ
る
が
、®
は
公
平
に
似
て
公
平
で
は
な
い
ど
論
斷
；す
る
。
氏
は
其
實
瞪
を

支
别
及
歐
米
各
國
の
代
議
制
に
索
め
て
、

I

支

那

は

古

来

か

ら

職

業

を

.士
與
エ
商

の

四

民

に 

T

ゐ
▲

 

•

而

し

モ

现

在

行

は

や
 

>

 

代
識
制
の
-

結
果
は
嚴

：
し
' 

て
祭
何
、『

出』

の
み
が
大
多
數

，を

占

め

て

，他
の
ニ‘一
填
人
，民
は
足
を
捕
む
他
位
も
持
つ
て
ゐ
な
い
で
は
な
い
か
。

こ

れ

支

ボ 

ぱ

か

.で
な
く
歐
米
文
明
劇

‘に
狂
ウ
て
も
そ
；の
通

&

タ
代
議
士
：の
七
割
：五
分
乃
至

A
働

五

分
 

は

、
初

，
は

，，
官

史

及

，
辯

，譲

☆

，で

あ

つ

ち

，
官

吏

，辯.纖
士
は

4
^

に
是
れ
士
民
：階
級

..で
あ
つ
て
，そ
れ
.で 

.も
猶
ほ
公
平
で
あ
る
：ざ
謂
へ
ょ
ぅ
.か

I

 

5
0
®
.

ベ
る
。，
更
に
现
在

.
®代

：纖

制

が

民

意

を

完

全
 

に
代
表
し
得
ぬ

g

を
指
摘
し
て

r

代
譲

±
 g

私
に
行
ふ
各

0

の
舞
弊
を
调
は
な
い

S

す
る
も
、民 

意
に
遂
背
す
る
不
良
分
乎
：の
あ
る
こ

ざ

も
間
は
な
，い
マ

J

し
て
も
、而
し
て
彼
等
は
實

&

任
事
、公 

S
?

無
私
で
あ
る

.ざ
す
る

i

、彼
等
が
最
も
通
曉
，せ
る
事
，

®

は
自
已

.の
藤
す
る
士
民
階
級
の

.

jjz

ル
：
 

ま
け
で
め
る
。
農

H

商
等
他
の

‘陛
叙

©

甘
苦
を
知

☆
ボ
肯
の
發

'
.言
を
以
て
を
の
特

：®

の
利
益 

を
怎
ぅ

0

て
代
表
す
，る

T
Jざ

，
が

出
来
ょ
ぅ

」

述
べ
，
職
業
：
代
譲
に
非
れ
ば
‘民
意
を
代
表
し
得
な 

い
こ
を
生
張
し
ね
？

.
而
し
て
職
業
代
議
の
方
法
は
，職
業
を
以
て
選
擧
め
單
位

i

し
、地
：力
を 

以
.

M

域
ど
し
各
職
業
内
の

‘
選
民
人
數
に
比
例
し
て
代
纖
權
，を

.分
配
：す
る
の
で
あ
る

0

氏
は
、
 

n

假
に
某
省
ゆ
選
民
總
數
を

ーツ
百
蔣
人

ざ

し
、該

.省

.

®省
會
麵
員

.數

..i

百
人

*則
ち
議
員

.

一 , 

人
Vが
^1

萬
を
代
表
す
，る
も
め

i

す
る

J

又
假

.に
該
洛
ゆ
職

.業
を
細
分
し

.た
結
莱
段
.は小 

學
熟
賈

I

蔣
人
，養

灘

業
者
：ニ
寓

人
、織
物
業
紫

.
2萬
人
；
で
，あ
，；

ク
た
.々

J

す：

る
‘‘、
；然
、らば

' 小
學
：
敎
賣

第11

十

卷

(
@

l
u

 

W
ぴ
在
儿
虎
巧
の
纖
說
に
就
て

 

5

號

1

ir：



t
v 

<
.
^
>
.
1 

- 

-li,- 

A
t
.

银Ij

十

卷

(

.四

四)

ひ
な」

-儿
戌
巧
の
學.靴
：に
就
‘ズ

 

雜

一

纖

H
四
‘

の
t

a

民
は
省
嫌
會
鼻
：

4
-

人
を
互
選
し

#

麓

举

タ

ニ

人

、織

物

業

者

は

三

 

の

で

あ 

る

'
 

.

.

.客

し

職

業

系

分

，
の'
^

果

"
K

 

H
.

業
に
屬

^

 

.タ
選
民

0
傲
.

が
.

五
-

千
：
人' 
で‘、一
代
表
權
を
も
雙
得 

す
る
に
延
ら
な
か
つ
；た
ダ
ま
れ
ば
、職
業
近
き
者
、糊
へ

.

ぱ
石
.

t
^、

等

50
:

合
併
，J

て、一

圓
§

な 

代
肅
キ

I

人
を

S

選
せ
し
め
，

說
明

.
a

た

激

};。
，

’

而
し
て
氏
は

.職

業

代

購

の

：
下
わ
；在

，ウ

て

は

，選

出

せ

：
ら
れ
：
る

激

は

同

職

：業
.
者

中

の

有

力

者

薛
 

脚
色)

で
あ
.
る
か
ら
、彼
は
，其
職
業
に
：最
も
精
通
し
れ
入
物
で

.
§
々
，且

◎

利
害
も
奶
實
に
感
す
る
：
 

の
で
あ
ク
て
、

R

意
は
彼
に
於
て

{元
全
に
代
表
さ
れ
る
ざ
考
へ
タ
。
‘然
各
職
業
が
各
々
其
代 

表
.

^

®化
す
る
の
で
あ
る
、か
；ら
、鶴

 

>ス
し
お
利
盤
は
國
辟
全
體
が
均
に
享
く

.
る
め
で
あ

.
つ
，て
、
 

之
を

«

行
す
れ
ぱ
社
會
改
，草
を
行
は
す
し
て
社
會
虫
義
を
實
施
す
る
わ
け
一
に
，な
る
；を
，考
へ
る 

の
で
’あ

る

f

 I
}
。

ま
た
江
氏
：は
本
制
度

S
t

實
施

iJ：

沖
ふ
間
接
の
，利
織
を
：も
見
逃
さ
な
い
。、
 

夫
れ

に

就
て
下
の

1
1

S

を
！
^

へ
な
。

第
一

に
此
.制
度
の
下

に

於
て
は
職
菜
者
は

，♦
: 

!§

で
.，な

：
 

い
か
ら

、選

舉

權

被

，選

舉

權

が

與

，
へ
.
.ら
れ
な

い
。
；
さ
れ
'
!
!
^
高

等

游0̂
;
も
：.ホ

ぼ

等

游

民

も

必

職
 

業
を
要
謀
す
る

U

至
i

<
、隨
つ

‘
て
社
會
の
寄
生
階
厳
は

.漸
を
遂
ふ
て
：減
少
す
る
。

箱
ニ

 

U
け
で

5

て
、外
に

何
等
の
制
服

を
設
け
な
い
か
ら
、平
民

’

t
r

多
‘ぐ
の
苦
痛
な
ぐ
し
て
此
最
少
限
；度
の
敎
育
を
受
，け
る

寧

傭
：を
す 

る
、隨
ウ
て
敎
育
が
一
普
及
；せ

ら

れ

る

し

た

-

W

も
資
本
家
は
有
職
業
者
で
あ
る
。

所
謂
る
子
孫
安
坐
.の
高
等
游
民
が
極
め
て
多
數
で
あ 

る
支
那
に
在
つ
て
を
、資
本
象
の
大
部
分
は
有
職
業
者
で
あ
る

9

果
し
て
然
、ら
ぱ
栽
業
議
の 

ート
.に
於
て
ぱ
、

屈

.き
本
家

®

制
を
蔣
き
‘起
す

H
；

に
な
ヶ
'は
せ
ぬ
か
。，
そ
う
し

た

暮
は
少
レ
.も

.い
，が

。
'
。
^
 
B 

 ̂

P
 

t
t 
0 

 ̂

 ̂>

る
虞
は
.決
し
て
無
い
ご
答
え
る
力
氏
は
日
ふ

-

-
本
制

度
は
各
職
業
に

®

す

る

選
民

§

人
數
に
比
例
し
て
投
暴
權
を
分
：配
女
る
の
で
あ

4
:か
；̂
,錢
本 

家

i

人
を
ニ
人

ぐJ

算
，へ
な
い
以
上
、如
何
な
る
缴
合
に
-於
て
も
資
本
家
代
泰
ゆ
極
め
で
少
数
で 

あ
る
。

多
數
の
非
資
本
家

.代
表
が
：自

.已
の
自
由
を
發
展
せ

や

レ
て
、
少数

：：

代

表

の

橫

行
'
に
聽

從 

す
る
な
ご
は
怎
う
わ
や
考
；へ
ら
れ
：ょ
う
。

職
業
代
纖
を
實
行
し
て
も
か
、
る
危
臉
は
決
し 

て
無

、レ
の
で
あ

ダ
る
タ、'
.露
，
國

ソ

，デ
，メ
 

H

ゥ

ト

制

度

ぱ

則 
'ち
此
間
の
‘肖
息
ケ
傅
へ
る
の
ヤ
あ

 

'ウ
て
，* 

回

ゎ

彼

等

の

思

ゆ

.な
手
：段
は
人
意
に
滿
た
ざ

.
0

も
の
も
あ
：る
し
、

.未
だ

.

通
不

#

の
游
め

、

M

 

制
度

.は
僅
に

0

聞
す
る

i

こ
ろ
に
過
ぎ
な
い

.が
、
®

レ
て
人

.は
さ
を
地
獄
な
り

5.J

し
、成
は
天
堂

な
-̂ふ
說

 

<
 力
自
分

i

個
の
雅
測
に
於
て
は
ボ
ル
シ
エ

 

'グィ
キ

•
 

-
 

■

楚

一

十

卷(

V 

.再

廷

充

虎

巧

の

學

說

Li

就
て

は
或
は
失
敗
し
て
も
、ソ
グ

'

镇1

號 

0
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(
m

:
)

辟

ぴ

ぱ

ま

て
 

.

群一 :

號

4

チ
‘

ジ' 
ト

は

決

し
-
す

朱

敗

レ̂
:
^
' 

:

^
信̂
：
や

る

—
-

を
，

‘ 

：

V

M

,

,

f

A

上
解
說
し
お

V
J

こ
.
ろ

の

も

の

が

傲

瑪

の

新

民

ま

主

藥

§

内
容
で
ぁ
る
：
o
'
^
:
蔣

し

，

 

て
前
蹄

#
 
S

摘

した
：：

る

報

：
ぐ.段

氏

Q::.

新

聴

會

丰

義
¥

s

 
t

^

を

以

前

に

於

て
：：

少
ぐ 

S 

^

力
、
る
政
治
的
の

.改
刷
新
が
行
は
：

ぱ
も
ぬ
、ざ
專
へ
を
、の
で
：ぁ
る

j

新
.触食

:
-
:

ぶ

.
广

：

.：

.

，
'主

-

X

江
氏
の
新
社
會
，

-

^

義
が

n
)

資
谨
★

有0

 

H

勞
働
報
酬

o
r
!)

敎
育
齋

及

，
ゆ

f
i
t®
.

一
 

か
.

&

姐
か
-立
た
ら 

御
を
も
の
モ

あ

か
こ
；
を

は

，前
：戴
に
か
な
な

#

述
，し

#

®

な

？
：
以

廣

务

有』

.ビ

r

敎

育

普

：及

』 

の
ニ
點
に
就
て
前
號

0 

#

だ
0
さ

る

所
を
、
を

ぎ

な

！
^
 
5
0 

Z

 

‘
 

.

江
氏
根
本

0

翁
想
に
於
モ
は

j

奶
の
章
業
は
臓
さ
：に
公
有
た
.ら
ね
ぱ
な
、ら

^

の
で
あ

る

が
、
 

先
れ

*
*
で̂
の
一
週
程
？
し
て
、先
づ
土
お

(

碟
物
森
林

Vを
i

合
.む)

の
公
：齋
ム
で
撒
：倡
す
を
れ

.で
あ
る
。
 

『

主
張
之
條
目

』

ぅ
あ
る
。
ン

：

5

邀

の

.種

類

は

極

め

ぜ

多

い

、動

廣

さ

不

動

産

、有

形

財

産

プ
レ
無
；形

財

養

ル

て

此

等

を

公

有

に

,
は
，
. 一' 

の
適
業

M

者
，，て，愿
に

公
：
有
さ

.

.

.る

.

ベ
さ
.
'
.で
’
ホ

^
^
。

，
た
ド
現

，，
，在 

<
.
.
は
.

i.
此

還

に
',明

h

y

得
.る
爲

に
僅
に
天
迹
の
一
部
分
に
着
手
す
る
の
で
あ
る

◊ 

±
地
は
則

ち

天
座
の
大
宗
で
あ
る

』

{

m

j

而
し
て
土
地
公
有
：，の

®

論
的
根
據
は
他
の
一
般
土
地
公
有
論

’/

」

木
差
が
な
い

.の
で
あ
つ
て
•箱

j

に
，4

?* 

 ̂
M
勞
#

索
の
共
同
使
用

9

器
具
で
あ
る
に
も
拘
、ら
モ
勞
働
者
は
土
地
か
、ら
！こ
分
の

.
:
j

モ
收
.得
し
勞
働
せ
ざ
る
密
が
三
分
の
ニ
を
收
得
す
る
。
是
は

消

に「

理
に
機

i

、®

法
、不
疋
#
、

不自然にして必根本か

Vら
廢
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

」

。-

第
ニ
に
：出

地

所

有

制
度
の
ド
に

在
.つ
冗
は
、廣
大
な
る
土
地
が
耕
作
さ
れ
ホ
し
て
荒
廢
；の
ま

 

> 放
任
さ
れ
：る
の
で
あ
つ
て
ぉ

iri;

は
重
大
な
る
脑
會
上
の
，不
利
翁
で
あ
る

’。

之
タJ

同
時
に
他
，の

I

方
に

は

，
資
産
あ
る
者
は
別
人

の

多

利

用

し

得

ざ

る

土

地

を

賤

價

に

て

買

；收

：ぢ

耕

作

す

，：る

で

も

な

ぐ

、房

屋

を

®

造

す

る

で

，

も

な

’
；
^

、

後
日

鐵
道
其
他
の
交
通
開
け
て
地
價
騰
貴
す

，
る

を
俊

0
.て
織
ホ
百
倍
の
；利
释
を
以
て

他

z.i

‘賣
.却
し
、毫
も
力
を
費
タ
ネ
幽
し
て
其
利
を
享

け

，以
てr

地
面
大

$
:
』
：

を
释
か

出

す

を

い

：
ふ

の

で
‘あ
る
0 

.

而
し
ヤ
氏
は
地
の
公
，有
は
支
那
の

古

，，代
！2:

族
て
は
：辨
は
實
薛

：

さ

れ

セ

ゐ

ち

；资

帝
は

&

を

晝

疆

分

ち

.公
旧
の
利

.を
用
ひ
、唐
虞

2
.
:代
に
.
は
漸
を
想
ふ

B

進
化
し
た

I

後
：他
、

人
が
此
時
化
を
以
て
天
字
第

f

 
m

s

 

m
ジ
か

’
"

)

S

す
る
の
は
蓋
：レ
出
地

®

公
有

が

行

は

： 

第
‘ニ

十

卷

(
M

七
'〕

再
び
江
蛋
氏
.の
i
,
:
:
^
就
':て 

.

5

號

四

七

け-

II

I



释
二
十
卷

(

四
八

)

两
ぴ
'江
充
虎
碎
の
擧
說
に
就
て

 

雜7

號 

れ
た
か
、ら
で
は
な
い
か
。

弁
旧

©

制
：̂
.周
に
至
つ
パ
て
完
備
し
た
？

周
禮
や
孟
子
の
說
所
を 

按
す
る
に
多
少
不
同
め
點
は
あ
み
が
、弁
由
が
碩
實
に
存
狂
レ
ね
も

g

で
あ
る
こ

V
J

は
明
で
あ 

る
。

-

八
家
#

を

游

ね

侮
.弁

港
予
献
，九

區
を
劃
し
て

中

間
の

I

 

0 
.を
公
：S

 

5 /
J

作
し
，八
家
が
之
を 

<
2

耕

し

.

.
他

の

八
‘£

|

は
八
家
の
收

用

に
歸
し

た

の
で
あ
る

e
:
公
田
を

除

ぐ
‘

以
外
に
は
何
等
の
賦 

桃

は

な

か

つ

ね

の

，
，で

>9
.

る
。
人
民
は
ニ
+
歲
に
し
て
受
田
す
る

I

是

は

國

家
ょ

b

受
領
す 

，る
の，で
あ
，る

。
.

：

六

十

熟
に
し

て

歸
旧
す

る
I

國
家

に

退
遺
す
る
の
で

あ

る

み
平
均

四

十

ヤ 

勞
働
す
る
の
で

あ

ウ
て
、
A

區
の
人
家
は
か
く
て
自
然
に
生
活

す

る
こ
と

が
出
來
カ

V

哪
國 

代
に
激
つ
て
商
政
則
ち
弁
旧
を
廢
し
、

t

陌
を
開
き
富
豪
は
土
地
を
兼
併
す
る

i
 V

J

な

ム
、秦
始 

皇
帝
の
：時
に
は
弁

f
f
l 

M 

f： i
3

に
其
影
を
沒
し
て
ゐ
た
。

こ
れ
，ょ
り
、旧
を
耕
作
せ
ざ
る
鹿
も
傻
、ら 

0

得
て
常
作
を
欲
す

る
も
の
，ぱ
耕
す
可
き
旧
無
ご
、私
有
制
度
は
.{ホ

’/
J

レ

で
破

，る
可

、ら

ざ

る

に 

至

て

今

日

0
現
象

，ダ
弄
成
し

た

の
で

あ

る

。
X 

X

ミ

e
:

時
代
は
人

n

少
な
か
つ
た
か
ら 

4
k

 

S
,

も
能

ぐ
行
ひ

0

た
が
人

n
;

 

M
.
加
し

て
か
ら
は
士
地
の
弁
旧
式
分
配
は
到
底
行

は

る
可
き 

も
の
で
な
い

。

S

人
は

☆

を

®

ざ

す
可
き
も
古
に
泥
し

て

は

な

ら
ぬ 
>:沖
旧
の

精

神
，を

取

P 

て
法

W

爲
し
、與
派
武

ii：

は
狗

&
 

い
ミ
述
：ベ

i

前
.講I

‘％ 

0

.氏

^
隨
ー
つ 

' て
0

脅
生
載
の

——

土
地
公
有
論
は
支
那
古
代
の
井
旧
制
度
の
精
神
を
採
，ウ

 

'た
も
の
で
あ
：る
ざ
論
じ
た

。

.

.
d
i
‘

いで氏は土地公府を賞行する方法して

I
I
)

激
烈
な
る
方
法

B

}比
較
的

S

和なる
 

‘
方
法
{ニニ全
ぐ

#
 

S
な
る
方
法
め
三

.

を
考

八

て
ゐ
る
。
激
烈
な
る
方
法
.
は
土
地
の
所
有
機
を 

O
S

し
て
凡

.て
制
據

i

侵
占
に
由
來
し
た
も
の
、隨
つ
て
不

|
^
4當
で
あ
る

-
’と游
し
、國
家
の
力
を

；
 ̂

て

之
を
，i

律
た
沒
收
し
て
社
會
の
公
有
に
歸
せ
し
め

J

ぅ

y

レ
す
る
：も
の
で
あ
る
。

即
ち
露
剣 

:

か
用
ひ
；た

V
J

こ
み
の
方
法
で
あ
る

0
.氏

は「

お

義

；に

按

じ

す

說

け

ぱ

"露

國

の

激

烈

方

法

は

賞

に
 

大

截
S

は

謂

は

れ

な

い•豪

强

の

手

か

-̂
ら

齋

ひ

來

つ

て

多

數

人

民

の

利

用

じ

供

す

る

ょ

い

ふ

に
 

何

のi
f

都

合

が

あ

る

.で

あs
 

し
て
理

P

的
に
此
方
法
を
是
認
し
た
が
、他
の
.

一

方
に

A

て
 

實&

此
方

法
..

を
.適
用
す
る
こ

J

C

は
極
め
て
，困
離
で
あ
る
：す
考
へ
た
。

「

現
在
の
報
有

-

は̂
、る
 

す
し
も
巧
取
强
奪
に
つ
た
も
の
ば
か
ね
で
な
く
勞
力
と
遺
産

k

に
由
來
し
た
も
の
も
あ
る

0 

さ
：れ
ぱ
忽
然
ビ
し
て
そ
の
所

.有
槽
を
取
消
す
が
如
き
は
人
の
承
認
す
る
所
で
は
な
ぐ
、恐
ら
： 

は
行
ふ
に
難
い
で
あ
ら

-」

ギ
論
じ

{
|

 I

 

■
、他
の

m

方
法
：の
孰

^̂
 ̂

ご
.̂
暗
示 

も
て
ゐ

.る
。
其
所
謂
る
此
棘

.的
9

和
な
を
方
法

.は
、農
夫
勞
力
の
結
果
に
は
課
税
せ
か
レ
て 

單
に
地
主
に
の
み
地

®

に
照
、ら
し
て
累
進
税
を
課
す
る
方
法
で
あ
る
。；恰
も
、
シ

リ

I
、ジ
日 

路
ニ

十
卷

 ̂
0
^
0 

Wび

、

説

に

就

V

 

第
！號

H
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卷
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冗Q
)

1
T

ひ
江
尤
資
の
舉
說1
2就
て 

然一

號

五

0 

1
;グ

シ
-の
.單

一 .

.お

め
^
.方
：法
，
に

據.、ら

う

ミ

す

る；
0
で
-
.あ
.
' 

0で
、
か
一'ぐ
'
.す

る
..、に

て

、
...は

^

地
.
.上

 ̂

所
有
地
を
荒
職
に
放
任
す
み
こ
：ご
が
出
來
な
い
ぱ
か
ム

.で
：な

く

、±,
地
の
兼
併
を
も
今
：後
行
は 

ぬ
こ

’/
J

ミ
な
る
。
し
か
も
大
地
主
は
赋

♦

の：
A

擔
に
堪
え
す
し
て
土
地

^̂
^̂
 ̂

ふ
に 

至
る

で

あ
、ら
う
か
ら

"大
地
主
變
じ

.て
小
地
；主

i

な
&
、小
地
主
ま
た
：課
税
の
錢
擔
に
苦
し
ん
で 

W

を
手
ぱ
な
す
で
あ

.
、ら
う
か
ら
、結
局
土
地
は
公
有
に
歸
す
る
に
至

.
る
'で
あ
、ら
う
ミ
勘

^
?
す̂
る

. 

の；で
あ
る
。
氏
は
此
方
法
の
，理
論
的

#

據

を

述

べ

て

本

：來
勞
力
の
生
靡
す
る

.、レ
こ
ろ
-の
. 

も
の
は

#

力
の
疋
當

-の
所
得
で
あ

‘る
。

.ゆ
鄙

0

も̂
の
，
.に
：働
す
る
課
：桃
は
‘勞
做
者
を
腊
制
す
る 

も
の
で
あ
つ
て
、之
を
廢
业
す
る
の
は
合
理
的
で
あ
る
。
單

f
.

碑
は
土
地
：に
加
へ
&
れ
た
る
エ 

作
例

/

ぱ
避
鎭
耕
輔
に
は
課
税
：せ
す
し
て
た
ド
地

.

*
のr

不

榮

而

艘

る

ろ

の

.

才

に
：：

課

：桃
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、自
然
、公
平
の
も
の
で
あ
る

-

-
.こ

し
、單

j

桃
學
說
を

f
f
l逃
し
た
◊

第
三
の

德
和
な
る
方
法

5,；

は
孫
文
の
主
張
す
る

『

地
m
 

^
^

』
の
土
地
：
.論
を
指
す
の
；で
あ
る

 

一

七

I
Q 

氏
の
見
解
に

'於
て
，は
此
方
法
は

—

地
：主
を
し
て

.現
在

‘の
地
償
を

‘政
；府
に
報
告
せ

レ

め
、之
に 

K
, 

&し
て
課
桃
す
る
ぱ
か
ザ
で
な
ぐ
政
騎
が
土
地
を

M

取
す

る

場
命
に
は

r 

-の
地

M

:
に
よ

る
 

の
' 
で
あ
る
か
ら
、地
生
の

報

，骨
す
る
：地
價

.が

高

け

れ

ば

；，夫
れ.：丈
.

^

^

多̂
..ぐ

地

租

を

角

擔

す

る

U

p

^

-

K

i

l

i

i

l

i

§
l

l

l

l

i

i

i

i

i

i

こ
€ 

s

な
ん
低
き
に
头
す
れ
ぱ
政
府
か
、ら
買
收
さ
れ
る
處
が
あ
る
。

随
つ
て
地
權
を

」

平
均
す 

る
效
架
が
あ
る
，ご
同

.：時
に
結
局
は

±

地
，公
有
を
冀
行
す
る
に
好
都
合
な
方
法
で
あ
る

I

 
-■ 

i
 

看
‘る
の
で
あ
る
。
要
之
，江
氏
に
在
つ
で
は
へ
ン
タ
ー

•
ジ

JH 

I

Vジ
の
單
一
税
も
、孫

4
-

山
の

「

セ 

權

均

」

說
も
共
に

.土
地
公
有
へ
の
過

@

方
法
タ
し
し
て
好
都
合
な
も

0

で
あ
っ

.
て、其
孰
を
撰
ぶ 

可
き
か
は
言
明
し
て
ゐ
な
レ
。X 

X 

X 

.
 

X
.

江
氏

.の
0

ぐ
ざ

こ
ろ
の
敎
養
普
及

は
、單
に
凡
ゆ
'る
敎
宵
を
社
會
が
錢
簿
す
ぺ
し
ふ
い
ふ 

.の
で
は
な
い
。

，
き

韋

，の

養

有

に

始

ま

-
C
V、

幼

稚

獨

か

、ら

大

學

に

，

'ま

る

迄

；

切
：，の

^
4
1
?

 

W
i
l
l
c

マ」 

を
社
き
が
食

®

す

，べ
き
で
あ
る
ミ
主
張
，す
る
の
で
あ
タ
。

氏
に
從
ヘ
ぱ
人
生
.，

は
社
會
め
公
民

. 

S

し
て
送
る
可
き

も

の
で
あ
る
。

社
會
の
善
，良
を
期
待
す
る
な
、ら
ぱ
、公
：

csi

を
善

a

な
ら
し
め 

ね
ぱ
ガ
ら
ぬ

a

さ
れ
ぱ
社
會
は
當
然
、敎

W

 

^
 S

の
義
務
を
錢
擔
す
る
め
で
あ

0

て
A

は
社
會 

の
敎
養
を
受
け
る
權
利
を
持
つ
の
で
あ
る

0 
.氏
は
極
め
て
巧
妙
に
，

『

来
成
年
以
前
は
社
會
が
照 

人
の
翁
に
鶴
務
を
盡
し
：成
年
以
後
は

.個
人
が
®
#
の
爲
に
義
翁
を
織
す

』

：ミ
述
ベ
.て
ゐ
る

而

P
て
敎
養
の
殊
に
ま
那
に
，必
耍
な
る
所
以
に
；就
て
は
大
體
次
の
や
ぅ
に
述
ぺ
た
。
昔
の 

筋一!

十
卷

(

五
ニ 

：ir

ひな*虎氏の學說

II

就て 

路一

號

i

I



■)

ir

银
u

i

.

(

取

ニ)

び

、
S

I

を

の

學

説

t
L

就

て 

第
£

 

5
1

三
家

#

蒙
館
银
小
屋

)

は
自
衣
自
愈
で
あ
つ
た
が
、貧

®

もM

宇

释

や

千

字

交

を

ま

督

®

す

... 

こ
あ

が
出
來
れ
。

何
せ
か
な
れ
ば
、

I

人
：海
年
の
廣
用

t
i

激
W

文
、多
き

i

M
千
文
じ
過
ぎ
な
か 

5
^

た
か
ら
？ 

0

つ
て
何
人
も
多
少
の
敎
育
を
变
け
た
の
で
あ
つ
て
，敎
宵
普
及
の
：影
は
些
し
ま 

辦
め
将
农
の
で
あ
ふ
。，然
る
に
學
校
開
か
れ
て
か

&

は
事
情
は
；大

.に
異
な
つ
て
き
た
。

：

富
有 

の
树
露
に
；弗
ざ
れ
ぱ
學
校
を
避
立
す
る
こ
ミ
が
出
来
な
い
し
處
有

9

子
弟
に
.非
ぎ
れ
ば
入
學 

す
る
こ
ミ
が
出
來
ぬ
ょ
ぅ
に
な
ウ
た

I

食
費
，舉
費
、衣
帽
紙

'
*費
等
は
，都
て

a

ギ
に
較
べ
て 

著

し

ぐ

綴

む

に

，
至

：ゥ

た

か

、ら
0

費

用

の

今

の

殺

度

に

，
於

て

は

中

廣

以

下

の

貧

寒

子

弟

は

到

-底 

敎

宵

を

受

け

る

こざ

は

出

來
な

い"
今

日

，
の

敎

育

は

貴

族

的

，
敎

育

：
で

.
あ
る
。

而
し
て
國
家
は 

®

数

の

大
®
を
渾
事
载
外
交

，
®
に
支
出
し
，敎
育
に
就
て
は
多
ぐ

M

み
な
い
。
社
會
主
義

'
:ぱ
此 

き
極
め
て
猛
ハ
に
反
働
す
る
の
で
あ
つ
て
、國
家
は
收
み
の
大
半

.を
以
て
ぜ
女
、貧
ま
、貴 

：； €

に
，’論
な

ぐ

が
旧
廣
ょ
り
大
學
じ
至

る
.

迄

I

切
の
食
費
、敎
費
を
負
：擔
し
敎
宵
を

r

機
會

.均

.等」

な 

ら
し
.

め

ね

ぱ

な
&

ぬ
。

:
氏
：：

の

敎

養

社

會

錢

擔

の

說

は

單

に

學

校

敎

育

に

.
ぱ
か

P 

f

 
P
.
6

の
で
は
な
く
、

K

こ
進
や 

®

免
の
公
育
を
も
其

e

に4
2

ま
れ
る
：の
で
あ
る
。
氏
に
從
へ

'ば
、婦
人
が
逢
％
を
嫌
ひ
避
雄
や

ボ̂

農ドパ
^
!が̂，；
を

-

旧
^
^
?
^

嘴
照
を
敢
て
す
る
の
は
取
に
，快
樂
を
圓
る
爲
で
は
な

.い、又
十
ヶ
月
問
の
辛
苦
を
恐

‘れ
る
爲
，め
 

で
も
，
レ

論

1&.

广「

す
.

 ̂

v
f
f
f
l
. 

!
.
.

ご4
r

に
し

.

.て
父
ぜ
の
懷

.よ

.

.
&免
.
る」

.ミ

.あ

.

.る

.如

.ぐ
-
Mに
三
每
の
一 

巢
を
嫌
ふ
か
ら
で

.あ
る

0
.育2

^

は
婦
人
の
難
行
で
あ
ク
て
、子
を
生
む
こ

i

多
け
れ
ば
盤
々
坐 

計
の
不
足
を
も
感
じ
る

U
:故
に
社
食
は
嬰
，兒
ゆ
公
育
機
圓
を
設
け

、
®
 ®
婦
人
の
資
任
を
代
つ 

ス
與
撮
し
な
け
れ
ぱ
な

&

ぬ
。，

®
，
免

公

育

：
機'闕
は
，今
日
支
那
に
あ
る
育
嬰
堂
へ
孤
院
に
觸
す 

る)

の
資

ぐ
善
事
業
で
は
な
ぐ
、社
會
が
義
務

y

レ
し

て
行
ふ
も
の
セ
ゐ
る
か
、ら，ま
兒
上

' 
の
遂 

に
闕
し
專

1
：
§

智
識
經
驗
あ
る
者
を

.多
數
使
用
し
、咎
般
設

I俯
の
，下
に

3

兒
を
養
育
訓
練
す
る 

の
で
あ
る
。
ゾ
尋
常
の
婦
人
：は
：子
を
生
む
が
、必
す
し
も
明
ビ
し
て
の
資
格
に
達

レ
た
も

の
で
か 

ね
で
.は
な
い
。

此

®

か
ら
見
て
も
盤
、兒
の
公
育

.は
肝
要
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ぬ
。

:
ネ
ぱ
更
に
養
老
院
廢
疾
院
等
を
も
凡
て
慈

善

事
業
，，、

J

し

て

で

は

な

ぐ

、
社

會

の

義

務

.
^
し

て
 

經
營
さ

る
可
き
も

®
■で
あ
る

ぐ
主

張

，す

る

而
し
：て
.
.み；

辟
氏
、の
所
：
觸
る
敎
養
が
：普
及
す
る

: 

至
：
&

ぱ
、其

は

社

會

ぱ

織
記
赠

避
い

ふ
ざ

こ
ろ
の

『

獨

與

親
を
親

'
ざ
せ
：变
獨
タ

其

子
を

子
.み 

せ
す
、老
を

し
て
終
る

所
あ
、ら
し

め
、妝
を

レ
て

用

ゆ
る
所
あ
ら
し
め
、幼
を
し
て
長
す
る
听
あ
、ら
 

し
-

め
、
觸
寡
孤
獨
廢
疲
者
を
し
て
：皆

：
.養
ぶ

所
.あ
，̂

し

む

；

』

と

い

，
ふ

所

謂

る

ま

同

』

0
世
，ざな
る
で
あ

.

鎮
11ホ

卷

(

五
5

得
び
I

成
f

學
諷
に
就
繁
 

第

S

五
：一
を
，



镇

ニ

十

银(

五四

)
：

冉
ぴ

S
ル
成
斑
の
學
撒
に
就
て

 

银
：1:

號 

五Sr
と

論

£

|

^

の

ニ

人'で
あ
る
こ

5,̂

を
*

&
仿
挪
さ
せ
て
ゐ
る
。

><

N

H

演

離

：錄

は「

®

會
主

0

之
今
昔

」

-
 ̂

©す

る

、一

文

に

於

て

{
I

 n
,

お
あ
の
新
社
會

''主
，義
を
實
行
す 

る

こ

ざ
に
就
て
の
方
法
を
栽
せ

.力
。
.

『

新

村

連

動』『

暴

力

に

よ

.

社

會

敏

命

』
f

政

黨.
V
,

し
て

の
；

a

 

會

朦

の

活
&
 

.

『

職

業

®

合

の
M

動』

の
.四

が

實

行

の

方

法

W

し

て

論

じ

、ら.チて
' 

ゐ
る
が
，江
：氏
は 

職

業

組

仓

の

述

で

最

重

要

な

'
-
て̂
認
め
、暴
力
に
よ
る
社
，會
收
'革
に
は
犧
牲
を
多
ぐ

出 

す
も
の

ざ

し
て
贊
成
せ
ず
、

「

新
村」

は
周
圍

の
社

會
の
影
響
を
受

け
す

し
て
存

^
^
|し
得
ぬ
も
の

’/J 

觀

凝
し
、

社
會

S

&
傅
動
に
就
て
は
今
後
之
：

^

繼
纖
す
：
.

方̂
が
よ
い
み
論

b

た。

氏
ほ
日
ふ

「

歐
米
咎
國
に
仏

S

五
十
年
以
前
よ
レ
旣
に

-
幾
多
の
新

！3 

が
，あ
る
が
、不
幸
に 

し
て
多
ぐ
は
失
敗
し
て
ゐ
る
。
成
立
後

®

き
は
三
五
.年
永
き
は
十
條
年
に
じ
て
最
初
の
隆
盛 

は
失
は
ほ
漸
々
に
消
：減

す
る
か

常
で
.
あ：
る
。
'原
因
に

-
ニ
：
ウ

あ

る

。
.
‘
.
：
嚴

，一：，

は
其

經

濟
が
獨

立

：す 

る
i

が
出
来
な
い
で
、往
々
に
し
て

.資
本
家
が
吸
收
成
は
同
化
レ
て

了

ふ
"

第

I
f

は
新
し
い
村 

を
雞
設
す
る
こ
マ

」

は
元
来
消
極
的
辨
法
で
あ
る

o
r人
々
の
多
數
は

’避
世
：的
、隱
逸

.断
、宗
敎
マ
パ
で
、 

世界文化や鮮激厥利ビ沒交であ

.，る
。
；

然

る

に

赃'會

主

義

：：
^
積
®
:的
、用
世
的
、奮
鬪
的
、科

I
[

學
的
で
あ
つ
て
、根
本
に
於
て
新

#

マ

J

性
質
を
異
に
す
る
。
辟
に
此
方
法
を
採
る
こ
マ

」

を
願
は 

ぬ」

ざ
0 

.
.

 

. 

.

紙
會
革
命
.に
對
す
る
氏
の
意
見
は
夫
が
餘
々
犧
牲
が
多
い
か

，ら

之
を
探
ら
な

い
.じ

い
ふ
も 

の
の
如
ぐ
で
あ
る
。：：
氏
ぱ
日
：ふ

一

I

吾
人
が
社
會
の
大
事
業
を

#

す
る
に
當
つ
て
は

®

値
'を
 

以
て
估

M

し
、®
牲
の
大
小

W

成
功
か
多
少
を
豫

，
め

比
較
レ
、！
：を
®
じ
寄
を
輕
じ
な
け
れ
ぱ 

な
ら
ぬ
。
吾
輩
は
暴
動
；を
暗
殺
に
比
、ら，ベ
る
ざ
，暗
殺
は
犧
牲
少
ぐ
し
て
情
に
識
す
可
き
も

の
あ
る
が
，暴

®

は
犧
牲
多
く
し
て
"心
實
に
忍
び
ざ
る
か
の
が
あ
る

-

-
5
0
,
0
,
更
に
氏
は
、瑰
在

支
那
は

「

民
，
©

財
敲
、天
災
人
禍

」

で
游
國
ミ
多
ぐ
上
下
レ
て
ゐ
な
い
か
ら

^

^
ざ

え

，平和
を
好
愛
す 

る
溫
良
な
國
民

で
も
，一

こ
^

黄
巢
、張
献
忠

.の
，額

が

出

で
S
時
勢
を
利
用
す

な
な
ら
ぱ
、大
動
，亂 

を
惹
起
す
と

i

無
い

ナ

は
限
ら

.ぬ

5
0

考
へ
る
。
：
而

.し
て
4

は
社
會
革
命
の
手
段
を

S

ゆ
ぬ
と 

言
明
し
て
は
ゐ
る
が
、し
か
も
，

一

f
l社
會
堪
命
起

.
る
な
、ら
ぱ
、之
を
助
け
て
善
導
す
る
こ

V
J

に
蔬 

め
る
i

い
ふ
て
ゐ
る
。

『

大
碑
が
洪
水
を
導

V

て

九
河
を
疏
し
た
る
如
ぐ
革
命
，の
流
を
導
い
て 

海
に
流
入
し

.
め
る
。：
水
道
の
，

過
ぎ
る
所
，随
山
刊
木

#

然
相
.常
の

犧
#

 

£

き

r
s

け
れ

V

释
亦 

如‘
何
も
す
ベ

.

で̂
な
い

』

£

ロ
葉
巧
，み
に
述
ベ
た

(

I

m)

レ' 

.

饿11

十
想

(

五五 > 

将
ぴ
な
冗
塊
め
の
學
說
に
就'

第一

独

I



j

:f，

園，

.

§

十

翁

(

業

)

w
び
s
儿
資
の
學
就
に
就
て
 

.

0
^ 

K

n

旁
 

政
黨

プ
レ
し
て

0

a

會
黨

の
活
動
に
陶
し

V
.

は
^

前
麵
逸
：の
社
會
戴
が
識
席

の

三

分

の

I 

0
 

を
.
*

め

猛
烈
じ
戦
爭
に
反

'對
し
た
；
る

に

^
も拘

&
大
終
：
に
：
ホ
1

を

超

.し
た
：事
®

を
特
に

引
：：

明 

し

て

、
藤

史

か

、
ら

見

た

‘社

會

黨

の

活
.動

は

、社
：
會

书

義

の

，賞

與

に

於

，
て

さ
：；

の

み

海

力

で

はな

 ̂

0 

た

，

5
0

觀
測
す
る
？
け
れ

V

も
！
^

は
鶴

ぅ

も
3

ふ

『

成
は
將
來
時
機
成
熟
す
れ
ぱ

/忽
f

し
て
水
到

P

0

成
る

か

も
知
れ
な
一

い

。.
過
去
五
：
U

,
ギ
 

は
靴

\

し

1

§

の
赋
驗
時
代
で
あ
つ
た

"

吾
人
は
再
び
試

‘驗
す
る
：も
.何
の
妨
が
あ
る
で
あ
ら

5
x
f
f
t

 . 

.
 

.
 

ノ 

'

職
紫
M

合
の
M

聊
は
氏

が
.
M
.
も
熱
心
に
支
掛
し
主

.張
す
る

所
で
，.
あ
つ
て
、所
染
は
英

國

流

の
 

V

ル
ド
，ソ
シ
ア
リ
ズ
：ム
に
極
め
て
近
い
、寧

ろ

.之
を
；祖
述
し
た

も

の
ざ
も
請
へ

ょ

ぅ

。

‘『

職
業
組
仓
に
は
行
政
機
關
立
法
機
脚
司
法
鐵
脚

.

設̂
け

»

'極
的
方
®
に

在

つ

て
ゆ

公

共

の
 

•

利
綴
を
推
廣

し

、

S

極
的
方
而
に
在
つ
て
は
外
面
か
ら
の
侵
害
を
防
傭
す
る

0

各
地
卞

は

i
 

ず
に
ょ

&
 <

2

議
ホ
を
採
用
し
て

.ま
さ
.
に
興
し
成
は
：ま
さ
に
廢
す
べ
き
事
-蔣
を
商
母
す

る

。 

中
*
に
於
て
は
各
地
方
職
業
組
合
の
選
出
し
た

る
代
表
が

I

大
f
f
l體
，を

姐

織

す

る

*

勿

論 

政

麻

で

も

國

會t
も

な

く

、職

業

飢

合

の

總

機

鹏

で

あ
つ

て
，
地

方

圓

體

の

儀

決

は

與

び
こ

の

k

I
1

S

す.ふび-

ハ "'̂'*

-
J
.
I
1

i,
 12  
る

中
央
圓
體
に
送
附
じ
て
公

.
亦
さ
れ
る

も

の
ざ
す
る
。
各
職
業
は
咎
ケ
同

6

や
ぅ
に
此
闕
の 

觸
機
刷
を
有
す
る
。

H

時
に
中
爽
政
府
も
職

'

業
的
化
：表
を
以
て
主
要
：な
る
分
子
ビ
す
る
。
 

架
し
て
か
ぐ
の
如
ぐ
ん
ぱ
落
命
に
ょ
る
な
く
、流
血
を
用
ひ
，す
し
て
安
然

ざ

し

て
社
'會
主
義 

的
國
家
に
絶
は
る
で
あ
ら

’
ご

»

き」

,

『

我
‘せ
M

ふ
職
紫
組
合
は
腐
、緩
か
る
可
ら
す

k

。
縱
' ん
ぱ
社
：會
主
義
を
い
は

す

ざ
す
ぐ
も
，共 

和

國

人

民

は

便

ら

此

秘

の

貴

i

 

f

 ： f

旧
}
.が
あ
る
。
，則
ち
各
人
は
自
己
の
藤
す

る
職
業
に
就
き
ぜ
全

®

の
幸
福
を
レ
、

.
®あ
ら
ぱ
，除
き
利
あ
、ら
ぱ
興
す
可
き
で
あ
つ
て
、夾 

:

:

し

て

別

人
の

ざ

や
か
ぐ

0
1

ふ
所
に
委
す
可
き
で
は
い

(
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:
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.
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-
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-
:

江
冗
虎
の
社
會
主
義
經
脾
思
想
を
ょ
り
評
細
に
解
說
す
る
爲
め
に
は
、勞
働
に
圓
す
る
を
の

學
說
や
社
會
主
義
の
進
化
に
臓
す
る
觀

I—

失
等
は
皆

演

講

錄

に

收

め

、ら
れ
で
ゐ
ー
る
-
-

-

を
も
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吾
輩
の
看
る
所

.を
以
て
す
れ
ぱ
、此
等
の
：思
想
並
に
觀
擦
は 

"
K

 

0

に
於

て
マ
ル
ク

.
ス
學
說
を

.，想

.，實
じ
組

'述
，し
た

.も
め
' 
で
.あ
る
。

今

は
.
.暫
'ぐ
省

赂

に
附
し

'た
.。
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十
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月
十
三
日

)
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二

十
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再

び

江
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虎
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の
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